
ラムの拡充のほか、生

　また、公民館は講座の参加者が固定化している傾向にある。 涯学習推進計画に基づき、市民のニーズや時代に合った講座を

幅広い世代の参加を工夫し、講座の拡充を図ることが課題であ 見直し、積極的に発信していく。

る。

　

　公民館講座の延べ参加者数については、当初値を大きく下回った。芦原小学校生涯学習施

設の利用件数は、目標値を超えている。少年自然の家の利用に関しては、林間学校等の学校

Ｃ
教育事業で延べ5,000人を超える児童・生徒が利用しているが、一般利用者数は学校利用（

林間学校・スキー教室）等と予約時期が重複し、目標を大きく下回った。

　公民館講座は、魅力ある講座づくりを心掛け、参加者数を増やす工夫を行う。少年自然の

家は、施設の今後のあり方について、方向性を令和元年度中に決定する。人員・予算につい

→ ては、当面は現状維持で業務に当たる。

　少年自然の家については、指定管理者と連携し、安全・安心で魅力的な施設であることをPRし、一般利用者の増加を図るとともに、今後

の施設のあり方について結論を得る。公民館講座に多世代の市民を取り込み、公民館事業の更なる充実を図っていく。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和元年 5月28日 作成者名 星野　正義 評価者名 山上　睦只

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞

基本目標 中心となる課

分　　野
関係課

施　　策

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み①

取り組み②

取り組み③

取り組み④

取り組み⑤

その他の取り組み

その他の取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ１ Ｒ２

その他施策の取組事項に
係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

○結果と今後の方向性　（シート作成次長記入）
進捗状況

（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（人員/予算）
（↑増加、→維持、↓削減） 説　明

（人員/予算）

（評価者コメント）

01 子どもの成長と生涯にわたる学びのまち 教育委員会事務局・生涯学習課

04 生涯学習

09 生涯学習推進体制の強化

　生涯学習環境の整備を通じ、市民一人ひとりが自分の持つ夢や希望を実現するために、生涯にわたる学びの精神を養える

ようにします。

新曽公民館事業

美笹公民館事業

下戸田公民館事業

公民館講座の延べ参加者数 公民館企画講座への延べ参加者数
人 4,800 4,600 4,066 3,500 2,901

（3館合計） (当初値から毎年40人増 )
芦原小学校生涯学習施設利 芦原小学校生涯学習施設の申請件数

件 180 170 207 181 204
用件数 (5％増 )
少年自然の家の利用件数 一般利用者の延べ利用者数

人 1,210 950 711 660 640
(5％増 )

　少年自然の家は学校教育施設であるが市民にも幅広く利用し 　少年自然の家は、一般市民等の利用を促進するため、主催事

てもらうための方策が必要である。また、施設の老朽化等の課 業のPR活動などを継続して実施する。令和元年度中に当該施設

題が多く、今後これを継続するか否か早急に判断する必要があ の継続可否を決定する。

る。 　また、公民館は子ども大学のカリキュ
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02 美笹公民館事業　（生涯学習課）

美笹公民館事業

任
意

1,267
0

1,795

１ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ ○ Ｂ01 01 10 04 02 02 01 1,795

・幼児から高齢者までを対象 1,770 0

とした各種講座等の実施 12,418

03 下戸田公民館事業　（生涯学習課）

下戸田公民館事業

任
意

2,790
0

3,684

１ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ １ ○ Ｂ01 01 10 04 02 03 01 3,684

・幼児から高齢者までを対象 3,631 0

とした各種講座等の実施 10,098

04 新曽公民館事業　（生涯学習課）

新曽公民館事業

任
意

2,026 　各公民館の中心的
0

3,538 役割を担う。
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